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ドイツ語CALLシステムにおけるより効果的な質問環境の構築
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１．は　じ　め　に
　近年のインターネットの発達は目覚ましいものがあり，さまざまな分野にインターネット技
術が用いられるようになっている。教育に関する分野もその例外ではなく，ｅラーニングとい
う言葉も聞かれるようになってきた（先進学習基盤協議会（2003），坂元ら（2003））。先進学
習基盤協議会（2003）によると，ｅラーニングとは，“情報技術によるコミュニケーション・
ネットワーク等を使った主体的な学習である。コンテンツが学習目的に従い編集されており，
学習者とコンテンツ提供者の間にインタラクティブ性が提供されている。ここでいうインタラ
クティブ性とは，学習者が自らの意志で参加する機会が与えられ，人またはコンピュータから
学習を進めていく上での適切なインストラクションが適時与えられることをいう。”と定義され
ている。この定義によると，ｅラーニングとは，情報技術を用いていること，および学習者と
指導者の間にインタラクティブ性が提供されていることの二点が重要であることがわかるであ
ろう。つまり，一般にはｅラーニングとはネットワークを使った遠隔教育であると考えられる
ことが多いが，必ずしも遠隔教育がすべてではない。
　筆者らは，山形大学の教養教育におけるドイツ語の授業補助を目的として，インターネット
を用いたシステムを開発・実践し，その結果について渡辺・西平（2003）に報告している１ 
（以下では，本システムと呼ぶ）。その際に，前述のようにｅラーニングとは遠隔教育であると
の考えが多いことを鑑み，その差異をはっきりさせたいとの意図からあえてeラーニングとい
う言葉を用いていないが，前述の定義に基づけば，これもｅラーニングの一つの形態と言えよ
う。
　本稿では，ｅラーニングの特徴であるインタラクティブ性に注目し，その中でも質問を受け
付ける環境について，これまでに報告されている問題点とそれに対する本システムで考えた解
決策を示し，さらに新たな問題点を提起したい。
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　 １未刊行のため概要を付録に付しておく。
２．質問受付に関する従来の問題点
　大学教育におけるｅラーニングにおいて，学生からの質問を受け付けるために電子メールや
電子掲示板を用いた方式を導入している大学は56.9%にのぼる２(先進学習基盤協議会 （2003））。
このような方法が用いられている背景としては，システム的に新たなものを開発しなくても従
来の（教育以外に用いられていた）ものをそのまま用いることで実施できるため容易に導入で
きることが考えられる。また，学習者が気軽に質問をすることができることも利点と考えられ
る。
　一方で，問題点も指摘されている。ここでは，坂元ら（2003）で示されている東京大学大学
院情報学環・学際情報府の onlineの報告から抜き出してみたい。ここでは，質問だけでなく
ディスカッションの場として電子掲示板が用いられているが，学習者側から次のような意見が
提出されている。
　学習者Ａ：「掲示板への発言内容と成績の関係もあるのかなと思ったので，どうしても，少
し書き込みが固くなってしまったところがありました。もっと，思ったことを思い思い
に書いていい掲示板があれば，おもしろいと思いました。」
　学習者Ｂ：「コミュニケーション・システムに関しては掲示板に登場するのは受講している
学生だけで先生の顔が見えなかった。（中略）講義形式の授業において，講義を補完す
る形として掲示板があるのだとしたら，掲示板上でも先生が入ってくれたら面白い。ま
た学生からのフィードバック装置の１つとして掲示板をとらえることもできると思うん
です。通常の講義形式では先生が一方通行的に話をして授業を組み立てていることが多
いわけですよね。でも掲示板を通じて学生からも情報を発信して，その内容が次回の講
義内容に反映されれば講義がよりダイナミックに展開していくことができると思いま
す。」
　ここで指摘されている問題をまとめると，
）匿名性，すなわち，質問のある学生が自分が質問をしているということを周り（他
の学生のみならず教員も含む）に知られずに質問できる環境。あまりにも初歩的な質
問をすることに対する気まずさや成績に影響するのではないかといった質問者の危惧
に対する配慮とも言える。
）授業へのフィードバック。教官側は学生側の種々の反応を何かの形でフィードバッ
クしているが，それを学生側にはっきりわかるようにする必要がある。
ということになる。本システムにおいてはこれらを考慮しており，それについて考えたい。
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　 ２この数字は2002年にメディア教育開発センターが実施した「高等教育機関におけるマルチメディア利用実態
調査」（2002年1月実施，回答数1704）による。
３．本システムにおける改善と課題
　本システムで実際に用いた問題文表示・解答送信画面を図 1に示した。画面の最下段には，
自由に質問や要望を記述できる欄を設けてある。ここでの大きな特徴は匿名での質問が可能と
なっていることである。掲示板形式であれば，匿名化することも可能であるが，一般には質問
者の名前を記入させることが多いと考えられる。これは，ディスカッションに用いるためには
発信者がわかる必要があるし，セキュリティ等安全面からも必要になる。
それに対して，本システムは授業補助かつ質問・要望に限っているため，匿名化してもセキュ
リティ等の問題は出ない。
　この方式による結果は渡辺・西平(2003)で報告しているが，通常の形式の授業ではほとんど
出ない質問を引き出すことができており，実際に効果的であることを確認している。匿名で質
問ができることにより，例え初歩的な質問であっても気軽に質問ができる体制を作ることがで
きている。
 図１　開発したシステムの問題文表示画面
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　授業へのフィードバックという点についても，本システムでは意識されている。前述の質問
や要望を見て，その場で教官は解説を加えることができる。また，解答を見ながら解答の進捗
状況や学生の多くが理解できていない点の把握もでき，そこへより多くの時間をかけて説明で
きるなど非常に有効である。これも，授業補助に絞っているためであるとも考えられるが，2 
章で示した問題点は改善できていると言える。
　一方，授業補助システムであるが故に生じる課題もある。渡辺・西平（2003）と同じ学生に
対して，「教員に直接質問するのと，パソコン（以下PCと呼ぶ）を用いて質問するのではどち
らが良いか」というアンケートを実施した。12名の学生による回答は次の通りである。
　人文学部男子学生Ａ：「どちらでも良い。直接行けば，すぐ答えてもらえる。しかし，先生
や生徒が直接会う機会がない時もあるので，PCで送った方が良いときもあると思う。」
人文学部女子学生Ｂ：「直接質問する方が良い。人に直接聞いた方が頭に残る。もしPCで答
えが返ってきても，文を見て理解するなら教科書を読んでも同じだから。」
人文学部女子学生Ｃ：「直接質問する方が良い。すぐ解答がかえってくるからわからないと
ころがその場で解消できる。言葉で説明した方がすぐわからないことが伝わるから。」
人文学部女子学生Ｄ：「直接質問する方が良い。より理解ができる。あたたかみがある。」
人文学部女子学生Ｅ：「直接質問がよい。メールとかだと文章のみの説明なので，教えてもらっ
ている実感が沸かない。」
工学部男子学生Ｆ：「家からの時はPCでいいけど，授業中はすぐ質問に答えてもらえるので
どちらでもいい。」
工学部男子学生Ｇ：「直接の方が，いろいろ聞けるので直接です。」
工学部男子学生Ｈ：「PCの方が良い。聞きに行く手間がはぶけるから。」
工学部男子学生Ｉ：「PCの方が良い。聞き逃しがなくなるから。」
工学部男子学生Ｊ：「直接の方が良い。PCでは伝えにくいニュアンスがあったりするから。」
工学部女子学生Ｋ：「直接の方が良い。（理由は記述なし）」
工学部女子学生Ｌ：「直接の方が理解しやすいと思う。」
　これらからわかるように，教官に直接質問する方が良いと答えた学生が12人中８人（75%）
いた。理由にあるように，こちらの質問の意図とは少し焦点がずれている回答もあるが，文字
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のみのコミュニケーション力に関する疑問が根底にあることが読みとれる。また，面白い傾向
として，PCの方がよい，もしくはどちらでも良いと回答した学生は男子学生に限られているこ
とにも注目できる。それぞれの学生のPCに対する習熟度について調査は行っていないが，PC
に対する習熟度の違いや機械に対する意識の違いも表れていると思われる。　実際，システムを
運用した際には，Webブラウザの起動やURLの入力をスムースに進めていく学生（一見したと
ころほとんど男子学生であった）と教官の手助けがないと進めることができなかった学生（女
子学生ばかりであった）がいた。
　２章で示した遠隔授業においては，学生はPCやインターネットを使った講義であることを
知って受講するため，それらを使う強いモチベーションがあるが，教養教育のドイツ語授業に
おいては，PCやインターネットを用いるということに対する理解がない（あるいは希薄な）た
め，これらの問題が生じると考えられる。
４．お　わ　り　に
　本稿では，筆者らが開発したドイツ語授業補助システムにおける，質問のしやすい環境の構
築について述べた。他のシステムにおいて示されている問題点としては，匿名性と授業への
フィードバックの問題があるが，本システムにおいてはそれらが解決されていることを示した。
その一方で，本システム特有の問題点，すなわち情報機器を用いることに対する苦手意識や否
定的考えがあることを示した。これらを解決するためには，TAの配置によるPC操作の手助け，
ユーザインターフェースの改良により簡単に操作できる環境の構築などが考えられる。これら
については，さらに適切なものを考察し実践していきたい。
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（付）
「インターネットを用いたドイツ語授業補助システムの　　
　　　　　開発と実践 ―― 定冠詞の練習問題」　論文概要
　語学学習に関しては，これまでさまざまなソフトやシステムが開発されてきた。それらは，
教室外での学生の自習を支援するという点で，たしかに語学教育に多大な貢献をしてきたと言
える。しかし，筆者らは，教室外だけでなく，授業時間内にもコンピュータシステムを導入す
ることで，90分の限られた時間をより効率のよいものとし，学習効果を上げていくことはでき
ないだろうかと考えるにいたった。この点については，これまでほとんど議論されてこなかっ
たと言ってよい。
　そこで，筆者らはネットワークを用いて，学生に練習問題を解かせ，それを教官用のパソコ
ンに送信させることで，教官が各設問ごとの正答率および誤答をすべて瞬時に把握できるシス
テム（「授業補助システム」）を開発した。そして，このシステムの効果を確認するために，平
成15年７月，渡辺が担当する人文・工学部の学生の中から，無作為に12人を抽出し（ただし，
男女とも同数となるようにした）実験を行った。本論文は，その実験において確認された，本
システムを使用した場合の以下の３つの利点について報告したものである。
(1)　 まず，教官は学生がどの問題においてどのような間違いをしたのか，またなぜそのよう
な間違いをするに至ったのかを詳細に知ることができる。その結果をふまえれば，正答率
が高かった問題では説明を簡略化し，誤答の多かった問題により時間を割くなど効果的な
授業運営が可能になる。
(2) 　一方，学生側にも大きなメリットがある。１回目の問題演習が終了した後，各設問に関
して若干のヒントを与えた。もちろん，学生の誤答をふまえ，学生の理解度に応じた効果
的なヒントとなるように心がけた。その後学生に再度同じ問題を解かせ，解答を送信して
もらった。その結果ほぼすべての設問について，正答率が上昇した。
(3) 　練習問題の末尾に，自由記述欄を設け，学生に自由に質問を書くように促した。授業時
間中にはなかなか質問が出ないものであるが，今回は複数の学生から具体的な質問が出さ
れた。本システムは，より質問の出やすい環境づくりにも効果を発揮する可能性をもって
いる。
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Der Empfang der Fragen im CALL-System
WATANABE Masanao,  NISHIHIRA Naofumi
　Bis jetzt wurden sehr viele CALL-Systeme entwickelt, die aber alle darauf zielen, den 
Studenten beim Studium au β er der Klasse zu helfen. Dagegen entwickeln wir ein neues 
CALL-System, das in der Klasse unter der Kontrolle des Lehrers benutzt wird : Zuerst 
stellt der Lehrer den Studenten durchs Netzwerk auf eine Web-Seite Fragen und sie 
schicken ebenso dem Lehrer die Antworten zuru‥ck. Dann kann der Lehrer in jeder Frage 
erfassen, wie viel Studenten richtig oder falsch geantwortet haben. Er kann danach 
leistungsfa‥higer erkla‥ren. Die Vorteile dieses Systems stellten wir schon in einem 
Experiment mit 12 Studenten fest. 
　Um das System noch zu verbessern, richteten wir in der vorliegenden Arbeit auf einen 
neuen Punkt unsere Aufmerksamkeit : Wie die Studenten auch durchs Netzwerk einfacher 
und sorgenloser den Lehrer fragen ko‥nnten, sowohl im technischen als auch 
psychologischen Sinn. Denn bei jenem Experiment bereiteten wir in derselben Web-Seite 
einen Fragekasten vor und forderten die Studenten, mit den Antworten auch alle 
mo‥glichen Fragen zu schicken. Es waren doch sehr Wenige, die wirklich Fragen geschickt 
hatten. Auf der Suche nach dem Grund dafu‥r u‥berpru‥ften wir noch einmal genauer das 
Resultat der Umfrage, die wir beim Experiment machten und wir u‥berlegten mehrere 
Probleme im System, die wir verbessern mu‥ssen, um die Studenten noch einfacher Fragen 
stellen zu lassen.
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